
新
た
な
環
境
推
進
戦
略
策
定
へ

中
環
審

専
門
委
研
究
・
技
術
開
発
方
針
で
骨
子
案

全
管
連
珠
洲
市
長
を
表
敬
訪
問

能
登
半
島
地
震
で
災
害
見
舞
金

中
央
環
境
審
議
会
総
合
政

策
部
会
は
４
月
２５
日
、
東
京

・
千
代
田
区
の
中
央
合
同
庁

舎
５
号
館
で
第
２１
回
「
環
境

研
究
・
技
術
開
発
推
進
戦
略

専
門
委
員
会
」
（
委
員
長
・

森
俊
介
東
京
理
科
大
学
名
誉

教
授
）
を
開
き
、
同
推
進
戦

略
の
見
直
し
を
開
始
し
た
。

活
発
に
意
見
交
換
し
、
新
た

な
策
定
方
針
と
骨
子
案
を
確

認
し
た
。

中
環
審
は
科
学
技
術
基
本

計
画
や
環
境
基
本
計
画
の
策

定
状
況
を
踏
ま
え
、
５
年
ご

と
に
環
境
分
野
の
研
究
・
技

術
開
発
の
方
向
性
を
環
境
相

に
答
申
し
て
い
る
。
令
和
元

年
の
推
進
戦
略
策
定
か
ら
５

年
が
経
過
し
、
科
学
技
術
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画

も
ま
と
ま
っ
た
こ
と
か
ら
見

直
し
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

冒
頭
、
鑓
水
洋
総
合
環
境

政
策
統
括
官
が
あ
い
さ
つ
に

立
ち
「
推
進
戦
略
は
５
年
間

で
取
り
組
む
重
点
課
題
を
示

す
も
の
だ
。
第
６
次
環
境
基

本
計
画
を
踏
ま
え
て
検
討
す

る
。
環
境
研
究
が
社
会
課
題

の
解
決
や
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
に
貢

献
す
る
こ
と
を
意
識

し
な
が
ら
議
論
を
進

め
て
い
た
だ
き
た

い
」と
呼
び
か
け
た
。

新
た
な
推
進
戦
略

の
骨
子
案
で
は
気
候

変
動
、
資
源
循
環
、

自
然
共
生
、
安
全
確

保
な
ど
各
項
目
の
研

究
・
開
発
テ
ー
マ
を

示
し
、
水
・
土
壌
環
境
管
理

・
改
善
対
策
技
術
の
高
度
化

な
ど
を
進
め
て
い
く
。
環
境

研
究
総
合
推
進
費
に
つ
い
て

は
５
年
間
の
応
募
・
採
択
実

績
や
研
究
の
進
行
状
況
な
ど

を
共
有
し
た
。

今
後
は
５
月
末
を
め
ど
に

素
案
を
作
成
し
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に
付
し
た
の
ち

７
月
上
旬
に
総
合
政
策
部
会

に
答
申
す
る
。
環
境
相
の
承

認
を
経
て
９
月
か
ら
新
規
課

題
を
公
募
す
る
方
針
だ
。

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
藤
川
幸
造
会
長
）
は
４
月
２１
日
、
能
登
半
島
地
震
で
断
水
な
ど
の
深
刻
な

被
害
を
受
け
た
石
川
県
珠
洲
市
の
珠
洲
市
役
所
で
泉
谷
満
寿
裕
市
長
を
表
敬
訪
問
し
た
。
席
上
、
藤
川
会
長
は
泉

谷
市
長
に
よ
る
被
災
状
況
の
説
明
や
断
水
解
消
に
向
け
た
応
急
復
旧
活
動
な
ど
最
新
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
真
剣

に
耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
の
一
助
と
な
る
よ
う
災
害
見
舞
金
を
手
渡
し
た
。
ま
た
今
後
の
本

格
的
復
興
に
際
し
て
も
組
織
を
挙
げ
て
全
面
的
に
協
力
す
る
意
向
を
表
明
し
た
。

元
日
に
発
生
し
た
最
大
震

度
７
の
能
登
半
島
地
震
で
は

石
川
・
富
山
・
新
潟
の
３
県

を
中
心
に
道
路
崩
落
に
よ
る

水
道
管
損
壊
な
ど
で
断
水
・

漏
水
が
発
生
し
、
多
く
の
下

水
処
理
場
・
ポ
ン
プ
場
な
ど

の
機
能
が
停
止
し
た
。
と
り

わ
け
能
登
地
方
の
珠
洲
市
、

輪
島
市
、
七
尾
市
、
能
登

町
、
志
賀
町
、
穴
水
町
な
ど

は
ほ
ぼ
全
域
で
断
水
を
強
い

ら
れ
た
。

こ
の
た
め
全
管
連
の
傘
下

組
合
・
所
属
員
企
業
は
水
道

事
業
体
な
ど
の
要
請
に
基
づ

い
て
全
国
か
ら
現
地
へ
赴

き
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
懸

命
な
応
急
復
旧
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
今

回
の
水
道
施
設
の
被
災
状
況

と
管
工
事
業
者
に
よ
る
応
急

復
旧
活
動
を
記
録
に
残
し
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
に
携

わ
る
傘
下
組
合
・
所
属
員
企

業
の
活
動
を
広
く
一
般
の
消

費
者
に
周
知
・
広
報
す
る
撮

影
活
動
な
ど
を
繰
り
広
げ
て

い
る
。

当
日
の
表
敬
訪
問
に
は
藤

川
会
長
を
は
じ
め
石
川
県
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
の

茗
荷
谷
豊
副
会
長
、
珠
洲
市

管
工
事
協
同
組
合
の
三
百
苅

巧
理
事
長
ら
が
同
行
。
珠
洲

市
か
ら
泉
谷
市
長
、
大
宮
準

司
環
境
建
設
課
長
ら
が
応
対

し
た
。

冒
頭
、
全
国
・
地
元
の
管

工
事
組
合
に
よ
る
応
急
復
旧

活
動
に
感
謝
の
意
を
表
し
た

泉
谷
市
長
は
「
市
内
の
給
水

率
は
４１
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
ま

で
回
復
し
た
が
、
ま
だ
６
割

の
地
域
で
断
水
が
続
い
て
い

る
。
皆
さ
ま
の
お
力
で
一
日

も
早
く
断
水
が
解
消
さ
れ
る

よ
う
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
」
と
一
層
の
協

力
を
要
請
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
藤
川
会
長

は
早
期
の
断
水
解
消
に
全
力

で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
応

急
復
旧
か
ら
本
格
的
復
興
に

至
る
持
続
的
な
支
援
を
約
束

し
た
。

復旧・復興に全面協力

珠洲市における応急復旧活動の模様

茗荷谷県連副会長 藤川会長

藤川会長泉谷市長

見直しに関する検討を開始

鑓水統括官
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